
大学院単位認定

この公開講座・セミナー・シンポジウム等は大学院医学研究科の単位認定対象となっております。単位認定の条件
や対象科目等は下記をご確認ください。

単位認定条件

大学院生の方は、受講後、「出席票」を教務課（大学院担当）まで
ご提出ください。
出席票は、履修管理システムからダウンロードすることができます。

【履修管理システム】
博士課程：http://lms.juntendo.ac.jp/
修士課程：http://mst.juntendo.ac.jp/

認定科目

【博士課程】

Current Topics ※必修「大学院特別講義」に振り替えることはできません。

【修士課程（医科学コース）】

選択科目「大学院セミナー」

http://lms.juntendo.ac.jp/
http://mst.juntendo.ac.jp/


第65回環境医学研究所
第56回研究推進委員会合同セミナー

体液の重要な特性である浸透圧は、水と溶質（主にNa+）の量の
バランスで決定される。近年 23Na-MRI等の進歩により、がんや炎症
の患部にNa+が蓄積し高浸透圧環境が形成されることが報告され、
体内局所浸透圧環境の生理・病理的意義が注目されている。一
方で、細胞レベルではどのように浸透圧が感知され細胞応答につな
がるのか未だ不明な点も多い。演者らは、独自に発見した浸透圧
応答性キナーゼASK3の解析をはじめ分子レベルの浸透圧応答機
構の研究を進めており、キナーゼの液-液相分離（LLPS）による
浸透圧感知機構など新しい概念を提唱している。本セミナーでは、
浸透圧環境と細胞の相互作用について、分子レベルの視点から最
新の知見を紹介したい。

環境医学研究所
共催：順天堂大学大学院医学研究科

名黒 功 先生

Zoom配信併用

＊7月27日(木)正午までにお申込ください
参加申込先：kanken@juntendo.ac.jp

（環境研HP）

日時：2023年7月 28日 (金)

（会場） 18:00～19:00
順天堂大学医学部附属浦安病院8階
環境医学研究所カンファレンスルーム

（大学院医学研究科）

（ 東京大学大学院薬学系研究科
細胞情報学教室 准教授)

図： H E K 2 9 3 A細胞において高浸透圧依存的な L L P Sで形成された
A S K 3 （マゼンタ）とフォスファターゼ （緑）の細胞内液滴
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